
豊
海

地
区
の

豊
海
小

学
校
の

ュ

ニ

ア

た

ち

の

最

高

峰

、

そ

れ

ま

で

に

は

小

学

生

高

側

を

流

学
年
、
夏
休
み
―
―
-
•
四
回
、
ロ
ッ
テ
球
場
で
の
テ
ス
れ
る
真

ト

が

あ

り

、

各

地

区

の

グ

ル

ー

プ

か

ら

選

ば

れ

た

四

亀

川

河

百
名
の
中
か
ら
、
九
十
九
里
J
R

（

ジ

ュ

ニ

ア

）

オ

ー

畔

に

不

「
ワ
ア
I

イ
ー
・
ワ
ァ
I

イ

！

」

の

歓

声

は

今

も

耳

か

ら

シ

ャ

ン

か

ら

二

人

選

出

、

最

初

―

―

―

十

九

名

の

中

に

入

動

堂

と

離

れ

ず

、

一

人

ひ

と

り

の

笑

顔

と

熱

い

涙

が

表

出

さ

れ

り

、

続

い

て

の

テ

ス

ト

で

十

八

名

の

中

に

入

り

、

大

い

う

お

て

い

た

。

こ

れ

が

ス

ポ

ー

ツ

で

味

わ

う

甘

い

歓

喜

な

の

変

驚

き

と

奇

跡

か

な

ー

と

家

族

中

、

当

の

弟

本

人

も

堂

が

あ

か

と

再

三

再

四

感

じ

た

。

孫

男

児

二

人

は

野

球

が

大

驚

く

有

様

で

し

た

。

そ

れ

か

ら

と

い

う

も

の

は

毎

週

り

ま

す

好

き

で

、

兄

弟

は

幼

稚

園

か

ら

軟

球

を

さ

す

っ

た

り

、

士

・

日

曜

日

は

ロ

ッ

テ

球

場

に

練

習

に

行

き

、

感

激

こ

の

境

報

香

い

た

り

、

擦

っ

て

は

投

げ

、

擦

っ

て

は

投

げ

る

ま

ね

と

驚

異

的

な

日

々

が

続

い

た

。

背

番

号

六

、

シ

ョ

ー

内

に

は

を
し
た
り
し
て
い
た
。
豊
海
マ
リ
ナ
ー
ズ
の
チ
ー
ム
に
卜
に
決
定
し
、
ヤ
フ
オ
ク
ド
ー
ム
に
飛
ん
で
い
っ
た
。
大
銀
杏
が
あ
り
、
そ
の
古
さ
を
示
し
て
い
ま
す
。

会
入
り
、
友
達
と
練
習
を
重
ね
る
日
々
だ
っ
た
。
地
元
の
グ
ル
ー
プ
の
監
督
や
コ
ー
チ
も
近
隣
の
チ
ー
ム
か
ら
朱
色
の
お
堂
正
面
の
両
側
に
は
古
色
を
帯
び
た
「
常

野
球
の
試
合
は
数
え
き
れ
な
い
程
の
戦
い
を
し
、
勝
つ
も
今
ま
で
選
出
さ
れ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
と
大
喜
び
。
夜
灯
」
が
二
基
建
立
さ
れ
て
い
ま
す
。
刻
字
は
比
較
的

会
た
り
、
時
に
は
涙
す
る
こ
と
も
多
く
、
風
の
強
い
日
な
試
合
は
楽
し
か
っ
た
と
、
今
で
も
時
々
V
T
R
を
見
て
鮮
明
で
判
読
が
出
来
ま
す
。

究
ど
は
砂
埃
が
汗
ビ
ッ
シ
ョ
リ
の
顔
に
あ
た
り
、
真
黒
に
は
笑
み
を
浮
か
べ
て
い
る
。
す
べ
て
用
具
や
宿
泊
、
飛
右
側
の
表
に
は
、
「
奉
納
常
夜
灯
」
と
あ
り
、
左
側

研
な
っ
て
ピ
ッ
チ
ャ
ー
を
し
て
い
る
姿
は
頼
も
し
か
っ
た
。
行
機
代
は
ロ
ッ
テ
か
ら
贈
呈
さ
れ
た
。
は
「
文
政
七
甲
申
歳
九
月
吉
日
」
、
「
上
総
国
不
動
堂
村

土
そ
の
影
の
力
と
な
っ
て
朝
―
―
一
時
に
起
き
、
弁
当
作
り
、
今
ま
で
の
試
合
も
地
区
予
選
で
優
勝
し
、
県
大
会
施
主
佐
久
間
覚
兵
衛
勝
成
」
と
あ
り
ま
す
。

●
本
人
は
四
時
に
起
き
、
グ
ラ
ン
ド
集
合
五
時
と
い
う
日
に
出
場
。
二

0
―
二
年
五
月
二
十
七
日
市
原
市
臨
海
西
暦
一
八
二
四
年
晩
秋
の
十
一
月
、
不
動
堂
脇
（
現

里
々
が
続
き
、
じ
じ
、
ば
ば
は
い
つ
も
父
や
母
が
健
康
で
球
場
、
二

0
1
―
―
一
年
十
月
十
二
日
養
老
川
第
一
球
場
、
豊
海
小
学
校
）
に
屋
敷
を
持
つ
大
地
曳
網
主
佐
久
間
覚

九
温
か
く
、
時
に
は
厳
し
く
援
護
す
る
姿
に
合
掌
す
る
気
翌
年
六
月
九
日
養
老
川
臨
海
球
場
、
同
年
六
月
一
日
兵
衛
の
音
頭
で
、
近
隣
の
村
人
の
寄
付
を
仰
い
で
こ
の

十
持
ち
で
い
っ
ば
い
で
す
。
数
え
切
れ
な
い
程
の
賞
状
と
卜
高
円
宮
賜
杯
、
全

H
本
学
童
軟
式
野
球
千
葉
県
大
会
常
夜
灯
が
建
立
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

九

ロ

フ

ィ

ー

が

飾

ら

に

は

背

番

号

一

で

出

場

、

選

手

宣

誓

、

八

月

―

―

一

日

は

右

側

の

基

壇

に

は

四

面

に

寄

付

の

村

人

名

が

刻

さ

れ

れ
て
い
る
室
に
は
県
少
年
野
球
大
会
、
千
葉
日
報
杯
争
奪
戦
は
県
営
天
て
い
ま
す
。
そ
の
氏
名
は
「
真
亀
祁
金
右
衛
門
、
当
村

不
撓
不
屈
と
刻
ま
台
野
球
場
、
日
本
ハ
ム
旗
関
東
軟
式
野
球
大
会
、
少
（
不
動
堂
村
）
若
者
中
、
真
亀
村
釜
持
商
人
中
、
片

れ
た
グ
ロ
ー
ブ
と
年
野
球
パ
ラ
マ
ウ
ン
ト
カ
ッ
プ
で
最
優
秀
選
手
賞
、
エ
貝
村
北
新
田
作
次
郎
、
西
野
祁
佐
兵
衛
、
三
郎
兵
衛
、

桃
太
郎
旗
が
あ
ア
ー
フ
ロ
ン
ト
杯
で
は
最
優
秀
打
撃
賞
と
、
数
々
の
粟
生
村
商
人
中

．．．．． 
」
で
す
。

る

。

努

力

の

賜

と

思

う

。

現

在

、

佐

倉

シ

ニ

ア

に

入

部

。

記

／

齊

藤

功

そ
れ
は
二

0
一
平
日
も
週
二
回
、
土
・
日
曜
日
と
頑
張
っ
て
い
る
。

四
年
十
二
月
二
十
と
こ
ろ
で
、
祖
父
母
と
し
て
時
折
、
話
し
合
い
を
込
ま
れ
る
バ
ラ
ン
ス
の
あ
る
発
言
、
今
日
も
明
日
も
続

七
日
か
ら
三
十
日
し
て
い
ま
す
。
こ
の
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
の
中
、
趣
味
を
く
毎
日
毎
日
一
生
懸
命
生
か
さ
れ
て
も
ら
っ
て
い
る
感

の
四
日
間
、
プ
ロ
生
か
し
、
楽
し
ん
で
お
り
ま
す
。
人
様
の
話
し
に
耳
激
に
拍
車
を
か
け
た
い
、
心
柄
と
い
う
美
し
い
言
葉
が
あ

野
球
八
十
周
年
の
を
傾
け
る
よ
う
努
力
し
て
い
る
つ
も
り
な
の
に
、
ど
う
り
ま
す
。

一
環
と
し
て
の
十
し
て
か
、
気
付
い
て
み
る
と
、
自
分
の
世
界
に
入
っ
て
昔
は
こ
の
よ
う
な
美
し
い
言
葉
を
日
常
使
っ
て
い
た
こ

二
球
団
ジ
ュ
ニ
ア
い
る
。
言
葉
数
を
少
な
く
し
て
、
フ
ッ
ト
人
を
楽
な
と
で
し
ょ
う
。
い
つ
の
間
に
か
聞
か
な
く
な
り
ま
し
た
。

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
が
気
持
ち
に
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
。
親
し
い
方
々
に
優
心
に
柄
が
あ
る
。
こ
の
模
様
は
、
そ
の
人
の
言
葉
や
行

九
州
福
岡
ヤ
フ
ォ
し
い
心
柄
に
な
れ
る
よ
う
、
自
我
を
軽
減
さ
せ
る
心
動
の
鏡
の
よ
う
な
も
の
で
す
。
自
分
の
心
に
ど
ん
な
模

ク
ド
ー
ム
で
開
が
必
要
。
宇
宙
の
節
理
の
中
に
無
我
と
な
り
、
人
の
様
が
あ
る
か
、
眺
め
て
み
ま
し
ょ
う
。
幸
い
な
こ
と
に
心

催
。
飛
行
機
で
到
心
を
和
ら
げ
、
印
象
を
残
す
努
力
、
オ
バ
マ
大
統
領
模
様
は
一
度
描
い
た
ら
消
え
な
い
と
い
う
も
の
で
は
な
い

着
。
千
葉
ロ
ッ
テ
の
広
島
へ
の
折
鶴
に
も
匹
敵
す
る
程
の
気
持
ち
、
旨
い
で
し
ょ
。
自
分
で
気
づ
い
た
時
、
描
き
直
せ
ば
い
い
と
思

か
ら
選
ば
れ
し
ジ
と
か
、
美
味
し
い
と
い
う
よ
り
、
感
動
の
渦
に
巻
き
い
ま
す
。
孫
た
ち
の
翔
ん
で
い
く
球
を
追
い
な
が
ら
。
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供
の
頃
を
思
い
浮
か
べ
な
が
ら
見
学
し
た
。
煮
炊
き
は

毎
日
、
「
カ
マ
ド
」
を
使
う
の
で
、
一
年
間
の
燃
料
を

確
保
す
る
の
が
容
易
で
は
な
か
っ
た
。
母
が
農
作
業
の

合
間
に
松
林
に
枯
松
葉
を
掃
き
集
め
、
リ
ヤ
カ
ー
に

積
み
、
後
押
（
あ
と
お
）
し
を
し
な
が
ら
帰
っ
て
来
今
春
入
会
さ
せ
て
戴
き
、
『
会
誌
』
が
多
岐
に
及
び
、

た
。
そ
ん
な
遠
い
昔
の
光
景
が
懐
か
し
く
思
い
出
さ
れ
内
容
と
執
筆
者
の
熱
い
想
い
入
れ
の
記
事
に
圧
倒
さ
れ

こ
こ
半
月
、
台
風
の
影
響
か
、
雨
が
降
っ
た
り
、
止
た
。
と
こ
ろ
が
、
昭
和
四
十
年
、
町
営
ガ
ス
が
一
般
ま
し
た
。
仕
事
を
終
え
、
房
総
半
島
を
一
年
掛
け
て
廻

ん
だ
り
で
、
日
の
目
を
見
ら
れ
な
い
日
が
続
い
て
い
る
。
家
庭
に
供
給
さ
れ
る
様
に
な
り
、
炊
飯
器
、
レ
ン
シ
り
、
移
住
先
を
九
十
九
里
町
と
し
ま
し
た
。

九
月
の
第
三
土
曜
日
に
計
画
し
て
い
た
史
跡
探
訪
に
参
等
が
画
期
的
に
普
及
し
始
め
、
不
必
要
に
な
っ
た
力
今
回
、
最
初
の
投
稿
と
い
う
こ
と
で
、
私
の
生
ま
れ

加
し
た
。
皆
さ
ん
の
心
掛
ナ
が
良
か
っ
た
の
か
、
朝
か
マ
ド
も
必
然
的
に
取
り
壊
さ
れ
て
い
っ
た
。
た
故
郷
を
聞
い
て
下
さ
れ
ば
幸
い
で
す
。
日
本
海
に
面

ら
好
天
に
恵
ま
れ
た
。
参
加
者
三
十
名
程
に
て
町
バ
ス
「
房
総
の
む
ら
」
の
見
学
を
終
え
、
安
食
の
「
八
し
た
北
海
道
増
毛
町
に
終
戦
―
―
年
前
に
生
ま
れ
、
四
歳

を
利
用
し
て
の
北
総
方
面
の
史
跡
巡
り
で
あ
る
。
郎
治
食
堂
」
で
の
昼
食
で
あ
る
。
役
員
の
計
ら
い
で
、
ま
で
お
り
ま
し
た
。
鮮
明
に
残
っ
て
い
る
風
景
は
ニ
シ
ン

栄
町
の
「
県
立
房
総
の
む
ら
」
を
始
め
、
龍
角
寺
、
安
く
て
美
味
し
い
昼
食
が
食
べ
ら
れ
た
。
午
後
か
ら
は
、
漁
で
す
。
春
先
、
浜
辺
が
活
気
づ
き
、
町
総
出
で
沖
合

滑
河
観
音
、
下
総
歴
史
民
俗
資
料
館
、
小
御
門
神
社
小
御
門
神
社
等
、
神
社
仏
閣
を
見
て
回
り
、
ま
さ
に
い
に
仕
掛
け
た
囲
み
網
を
男
衆
が
浜
に
引
く
時
、
父
に

等
を
回
っ
て
見
て
来
ま
し
た
。
最
初
に
寄
っ
た
所
は
、
「
房
「
見
て
、
聞
い
て
、
確
か
め
て
！
」
、
本
当
に
学
ぶ
所
連
れ
ら
れ
て
砂
浜
に
座
っ
て
眺
め
て
い
ま
し
た
映
画
好

総

の

む

ら

」

で

、

広

大

な

敷

地

に

江

戸

時

代

後

期

か

が

多

い

一

日

て

あ

っ

た

。

き

で

、

高

倉

健

さ

ん

の

フ

ァ

ン

の

方

は

『

駅

ス

テ

ー

シ

ョ

ら

明

治

時

代

初

期

に

於

け

る

商

家

十

六

棟

で

、

町

並

ン

』

が

、

増

毛

町

の

駅

前

の

倍

賞

千

恵

子

さ

ん

扮

す

る

を
再
現
し
て
あ
っ
た
。
当
時
の
日
常
生
活
や
、
人
々
が
塞

L
レ
い
、
有
上
息
肇

H
3
硫
五
H
悦

拿

（

居

酒

屋

S
犯
人
を
追
っ
て
来
た
刑
事
役
の
高
倉
健
さ
ん

報

町

場

で

賑

わ

う

景

観

が

一

目

瞭

然

で

あ

る

。

ま

た

、

が

、

大

晦

日

の

夜

、

一

一

人

き

り

の

店

で

ポ

ツ

リ

ポ

ツ

リ

少

し

進

ん

で

行

く

と

、

大

き

な

古

民

家

が

あ

っ

た

。

聞

谷

川

良

枝

の

会

話

S
テ
レ
ビ
か
ら
紅
白
歌
合
戦
で
八
代
亜
紀
「
舟

会

く

と

こ

ろ

に

よ

る

と

、

大

網

白

里

市

の

名

主

ク

ラ

ス

の

唄

」

が

流

れ

る

場

面

S
昭
和
五
十
四
年
で
す
。

秋
葉
家
の
屋
敷
を
再
建
し
た
と
い
う
。
四

S
五
百
坪
は
九
月
十
七
日
、
久
し
ぶ
り
の
良
い
お
天
気
、
私
達
話
が
横
道
に
外
れ
ま
し
た
。
五
歳
か
ら
十
八
歳
ま
で

会
あ
ろ
う
か
、
入
口
に
は
長
屋
門
が
あ
り
、
中
央
に
は
「
郷
土
研
究
会
」
一
行
二
十
八
名
は
、
町
バ
ス
て
北
旭
川
で
過
ご
し
、
進
学
の
た
め
に
上
京
。
以
来
首
都
圏

究
母
屋
、
井
戸
、
馬
小
屋
、
物
置
小
屋
等
が
建
て
ら
れ
総
方
面
に
日
帰
り
研
修
視
察
に
行
っ
て
参
り
ま
し
た
。
暮
ら
し
で
、
七
年
前
、
当
地
に
来
た
次
第
で
す
。
ニ
シ

妍
て
い
る
。
建
物
す
べ
て
が
茅
葺
屋
根
で
、
江
戸
時
代
末
内
山
会
長
の
バ
ス
の
中
で
の
朝
の
御
挨
拶
は
「
見
て
、
ン
と
イ
ワ
シ
の
違
い
こ
そ
あ
れ
、
海
の
あ
る
町
に
来
た
ん

士
期
の
生
活
様
式
を
再
現
し
て
い
る
。
私
は
、
こ
の
母
屋
聞
い
て
、
確
か
め
る
」
で
し
た
の
で
、
そ
の
言
葉
を
目
だ
と
思
う
今
日
こ
の
頃
で
す
。
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、

郷

を

見

て

非

常

標

に

、

最

初

に

訪

れ

た

所

は

栄

町

に

あ

る

「

房

総

の

入

会

を

勧

め

て

頂

い

た

山

田

氏

、

入

会

手

続

き

の

際

に

里

に

興

味

を

引

む

ら

」

で

し

た

。

日

本

初

の

ポ

ス

ト

・

・

・

そ

れ

は

T
寧
な
説
明
を
頂
い
た
村
松
氏
に
感
謝
申
し
上
げ
ま

九

か

れ

た

。

と

黒

い

ポ

ス

ト

で

、

驚

き

ま

し

た

。

江

戸

時

代

の

町

並

す

。

郷

上

史

の

こ

と

を

少

し

づ

つ

身

に

付

け

ば

と

思

っ

て

+

‘

う

の

ま

、

み

武

家

の

住

ま

い

、

民

家

な

ど

を

見

て

廻

っ

て

い

る

お

り

ま

す

。

よ

ろ

し

く

お

願

い

い

た

し

ま

す

。

九

間

口

十

間

、

と

、

何

と

な

く

そ

の

時

代

に

生

活

し

て

い

た

人

々

の

奥
行
五
間
程
暮
ら
し
ぶ
り
が
少
し
分
か
る
よ
う
な
気
が
致
し
ま
し
家
に
あ
っ
た
よ
」
と
か
、
「
見
た
こ
と
が
あ
る
ね
」
の
声

の
大
き
さ
で
、
た
。
こ
こ
で
私
は
偶
然
に
十
数
年
ぶ
り
に
旧
友
と
お
が
聞
か
れ
、
な
つ
か
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
こ

築

後

百

六

十

会

い

で

き

、

嬉

し

か

っ

た

で

す

。

に

は

下

総

町

猿

山

で

出

土

し

た

ナ

ウ

マ

ン

象

の

頭

骨

化

S
百
七
十
次
に
奈
良
時
代
の
薬
師
如
来
（
国
の
文
化
財
）
の
石
の
レ
プ
リ
カ
が
展
示
さ
れ
て
居
り
ま
し
た
（
実
物
は

年
、
ま
た
、
頭
部
が
祀
ら
れ
て
い
る
龍
角
寺
へ
。
残
念
な
が
ら
今
日
国
立
科
学
博
物
館
新
宿
分
館
に
保
存
）
。
何
万
年
か
前

間
取
り
ま
で
は
薬
師
如
来
を
見
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
に
は
こ
ん
な
象
が
こ
の
辺
り
を
闊
歩
し
て
い
た
な
ん
て
考

我
家
に
似
て
所
々
に
咲
い
て
い
る
彼
岸
花
が
私
達
を
歓
迎
し
て
く
れ
え
た
だ
け
で
、
地
球
の
歴
史
の
長
さ
に
思
い
を
め
ぐ
ら

い
る
か
ら
で
て
い
る
よ
う
で
、
心
が
癒
さ
れ
ま
し
た
。
昼
食
は
、
し
、
改
め
て
驚
き
ま
し
た
。
訪
問
最
後
は
、
小
御
門
神

あ
る
。
そ
ば
懐
石
処
の
八
郎
治
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
普
段
社
で
、
後
醍
醐
天
皇
の
身
代
わ
り
に
な
っ
た
藤
原
師
賢

玄
関
の
入
よ
り
多
く
歩
い
た
後
の
お
食
事
は
、
格
別
美
味
し
か
を
明
治
に
な
っ
て
か
ら
、
そ
の
功
績
を
讃
え
て
近
隣
の
人

口

を

ま

た

く

っ

た

で

す

。

々

が

祀

っ

た

と

い

う

神

社

で

し

た

。

こ

ん

も

り

茂

っ

た

境

と
、
三
和
土
次
に
訪
れ
た
所
は
、
平
安
時
代
よ
り
続
く
寺
院
で
、
内
で
、
ト
チ
の
実
が
沢
山
落
ち
て
お
り
、
珍
し
い
の
で
数

（
た
た
き
）
龍
正
院
滑
河
観
音
で
、
茅
葺
き
の
立
派
な
山
門
や
夫
個
拾
っ
て
み
ま
し
た
。
最
後
に
多
古
の
道
の
駅
に
寄
っ
て

の
土
間
、
奥
婦
松
が
見
事
で
し
た
。
ぼ
け
防
止
道
祖
神
の
前
で
は
お
買
物
を
楽
し
み
、
帰
宅
し
ま
し
た
。

に
入
る
と
、
女
性
の
皆
さ
、
ど
の
お
寺
よ
り
念
入
り
に
手
を
合
バ
ス
の
中
も
な
ご
や
か
な
笑
い
あ
り
、
齊
藤
先
生
や

「
カ
マ
ド
」
わ
せ
て
い
た
つ
に
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
（
笑
）
。
下
染
谷
さ
ん
の
説
明
も
素
晴
ら
し
か
っ
た
で
す
。
普
段
容

が
据
え
付
け
総
歴
史
資
ー
も
立
派
で
、
私
達
の
記
憶
に
あ
る
日
潟
に
行
く
こ
と
が
出
来
な
い
場
所
に
連
れ
て
行
っ
て
い
た

て
あ
り
、
子
用
品
な
ど
く
展
示
さ
れ
て
い
て
、
「
あ
っ
、
こ
れ
た
き
、
楽
し
い
、
有
意
義
な
研
修
視
察
の
一
日
で
し
た
。

第 3号

内

山

九
月
十
七
日
実
施
「
史
跡
探
訪
」
記
録

学
ぶ
所
が
多
か
っ
た
一
日

菊

敏

新
会
員
の
声
l
d
J
の
歴
中
0

を
知
り
た
く
て
！

石

井

清

± 



こ
は
大
昔
に
津
波
で
流
さ
れ
た
人
の
墓
だ
」
と
言
う
こ

と
で
し
た
。
そ
れ
か
ら
は
、
あ
ま
り
そ
こ
に
は
行
か
な

一
く
な
り
ま
し
た
。

i
平
成
十
三
年
四
月
に
西
ノ
下
の
中
井
あ
さ
氏
i
松
の
木
は
、
一
本
だ
け
四
方
に
手
を
延
ば
し
て
十

m

粟
生
の
大
網
、
王
で
あ
っ
た
飯
高
家
（
通
称
粟
生
の
隠
一
（
故
人
、
川
島
俊
江
さ
ん
の
母
）
は
大
正
末
期
の
一
以
上
の
高
さ
で
あ
る
し
、
根
元
は
小
高
く
な
っ
て
い
て

居
）
の
膨
大
な
古
文
書
類
は
、
町
の
文
化
財
に
指
定
菜
＇
動
堂
新
田
の
様
子
を
記
し
た
書
簡
を
齊
藤
功
一
木
の
脇
に
石
碑
が
建
っ
て
い
る
。
書
い
て
あ
る
字
は
ま
だ

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
に
次
の
よ
う
な
書
簡
が
あ
る
。
芦
や
」
送
っ
た
。
そ
の
書
簡
は
地
域
を
知
る
史
料
と
一
読
め
な
か
っ
た
。
そ
の
地
は
、
免
田
で
あ
り
、
集
落
の

．
．
．
 
拐
（
さ
て
）
先
達
て
は
甚
取
急
候
に
付
・
し
て
貴
重
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
会
報
に
そ
の
一
一
人
達
が
小
松
山
の
下
草
を
毎
年
刈
り
取
っ
て
い
ま
し
た
。

貴
家
へ
御
訪
申
さ
ず
早
春
よ
り
御
待
下
さ
れ
候
由
i
部
を
掲
載
す
る
こ
と
に
し
た
。
（
編
集
）
i
私
も
十
九
歳
で
東
京
に
出
て
、
ふ
る
さ
と
の
こ
と
は

（
よ
し
）
、
何
共
申
訳
こ
れ
無
く
真
平
（
ま
っ
ぴ
ら
）
•
•
I
.
,
.
,
.
,
.
,
.
,
.
,
.
,
.
,
.
,
.
,
.
,
.
,
.
,
.
,
.
,
.
,
.
,
.
,
.
,
.
,
•
1

．
考
え
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
戦
争
が
激
し
く
な
っ
て
、
昭
和

御
許
容
下
さ
れ
度
（
た
く
）
候
、
五
岡
老
人
の
咄
私
は
大
正
五
年
に
不
動
堂
新
田
で
生
ま
れ
ま
し
―
―
十
年
三
月
九
日
か
ら
十
日
の
大
空
襲
で
焼
け
出
さ

（
は
な
し
）
に
て
承
知
仕
（
つ
か
ま
つ
）
り
候
処
、
た
。
戸
数
十
戸
の
小
さ
な
集
落
で
し
た
。
電
気
も
昭
れ
、
故
郷
に
も
ど
っ
て
参
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
現
在

御
地
辺
は
鑑
定
家
沢
山
に
出
来
候
由
、
大
慶
此
事
和
二
十
一
一
年
に
つ
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
故
こ
終
地
に
落
ち
着
き
ま
し
た
。
昭
和
五
十
二
年
頃
か
ら
古
川

に
候
、
定
（
さ
だ
め
）
て
貴
君
も
御
上
達
と
察
し
戦
の
ご
詔
勅
も
聞
か
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
小
学
校
三
カ
先
生
に
依
っ
て
郷
土
史
研
究
会
が
発
足
し
、
奈
員
に

奉
（
た
て
ま
つ
）
り
候
、
陳
（
の
ぶ
）
れ
ば
此
梁
川
年
生
（
大
正
十
四
年
）
の
時
、
か
っ
こ
よ
い
一
本
松
の
し
て
頂
き
、
史
跡
を
め
ぐ
り
歩
い
て
い
る
う
ち
不
動

星
巌
（
や
な
が
わ
せ
い
が
ん
）
と
申
詩
人
、
婦
人
紅
中
に
友
達
と
一
緒
に
人
っ
て
ゆ
き
ま
し
た
。
松
露
は
堂
新
田
の
地
に
建
っ
て
い
る
一
本
松
と
石
碑
の
こ
と
が
分

蘭
（
こ
う
ら
ん
）
と
申
し
詩
書
画
山
水
出
来
候
人
出
て
い
る
し
、
そ
う
め
ん
葺
は
出
て
い
る
し
、
か
っ
こ
か
り
ま
し
た
。
元
禄
十
六
年
（
一
七
0
1
―
-
)
十
一
月
＝
―

報
也
此
度
上
総
東
金
、
九
十
九
里
遊
歴
仕
り
候
、
い
い
松
の
木
に
は
山
ぶ
ど
う
の
木
が
か
ら
ん
で
、
ぶ
ど
十
三
日
（
旧
暦
）
の
地
震
と
大
津
波
に
よ
っ
て
流
さ
れ

貴
家
へ
も
添
書
仕
り
候
、
何
卒
（
な
に
と
ぞ
）
御
周
う
も
食
べ
頃
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
「
そ
れ
を
食
べ
る
と
て
死
ん
だ
人
、
牛
、
馬
な
ど
を
ひ
と
ま
と
め
に
し
て
埋

会
施
下
さ
れ
度
、
四
天
木
其
外
然
（
し
か
）
る
べ
き
方
死
ん
じ
ゃ
う
ぞ
」
と
男
の
子
に
お
ど
か
さ
れ
た
の
で
、
め
て
あ
る
場
所
と
言
う
こ
と
で
す
。

も
候
は
ゞ
頼
み
上
奉
り
候
（
中
略
）
食
べ
ま
せ
ん
で
し
た
け
ど
、
「
何
で
」
と
言
う
不
思
議
そ
の
碑
が
い
つ
の
日
か
、
消
え
て
な
く
な
っ
て
、
宅
地

会

三

月

十

日

徴

（

花

押

）

が

起

こ

っ

た

の

で

、

母

親

に

聞

き

ま

し

た

ら

、

「

あ

そ

造

成

さ

れ

て

い

る

の

で

、

集

落

の

人

（

故

佐

久

間

重

雄

究

俊

一

一

（

マ

マ

）

郎

様

さ

ん

）

に

聞

い

て

み

ま

し

た

。

「

あ

の

木

は

、

戦

時

中

に

研
四
天
木
に
て
も
近
々
御
出
府
御
噂
（
う
わ
さ
）
て
知
ら
れ
、
粟
生
飯
高
家
と
も
濃
い
姻
戚
関
係
に
あ
兵
隊
さ
ん
が
松
根
油
を
と
っ
た
の
で
枯
れ
て
し
ま
っ
た
の

士
こ
れ
有
候
間
、
其
節
御
同
伴
御
出
府
待
ち
奉
り
る
家
で
あ
る
。
霞
邸
の
母
も
、
妻
も
小
河
原
家
か
ら
で
、
切
り
倒
し
て
、
石
は
後
ろ
の
竹
藪
の
中
に
置
い
て

郷

候

粟

生

に

嫁

い

で

来

た

の

で

あ

る

。

多

分

、

宿

泊

は

霞

あ

る

」

と

の

話

で

し

た

。

早

速

、

行

っ

て

み

ま

し

た

ら

、

里
書
簡
の
送
り
主
は
高
久
（
た
か
く
）
講
届
（
あ
い
が
邸
の
周
旋
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
よ
り
江
戸
ま
で
は
小
河
笹
竹
の
中
に
西
向
き
に
置
い
て
あ
り
、
誰
が
あ
げ
た
の

九
い
、
名
は
徴
）
、
受
取
人
は
粟
生
隠
居
五
代
目
俊
次
郎
原
家
の
船
を
利
用
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
か
、
湯
呑
茶
碗
に
お
茶
ら
し
き
も
の
が
入
っ
て
お
り
ま
し

＋
（
号
、
霞
邸
、
か
き
ゅ
う
）
で
あ
る
。
霞
梧
は
書
画
旅
を
終
え
た
夫
妻
は
、
弘
化
三
年
(
-
八
四
六
）
、
た
。
今
は
宅
地
造
成
に
な
っ
て
い
る
所
で
、
空
地
に
な
っ

九
も
巧
で
、
一
方
で
は
各
地
の
愛
好
家
に
書
画
を
斡
旋
す
京
都
に
移
り
、
梅
田
雲
浜
、
吉
田
松
陰
、
頼
一
一
一
樹
―
―
―
て
お
り
ま
す
。
史
跡
は
史
跡
と
し
て
、
き
ち
ん
と
後
世

る
商
人
で
も
あ
っ
た
。
飯
高
家
と
の
付
き
合
い
の
深
さ
郎
ら
詩
人
・
志
士
と
の
交
流
を
深
め
、
次
第
に
尊
王
に
残
す
こ
と
に
意
義
が
あ
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

が

伺

え

る

書

面

で

あ

る

。

攘

夷

運

動

に

の

め

り

込

む

。

梁
川
星
巌
は
、
江
戸
神
田
に
五
池
吟
社
を
組
織
し
、
先
頃
、
東
京
の
古
書
市
で
星
巌
と
紅
蘭
の
漢
詩
幅

多
く
の
詩
人
と
交
友
し
、
ま
た
、
後
進
を
育
成
し
、
を
見
か
け
、
入
手
し
た
。
星
巌
の
七
言
絶
句
は
、
こ

日
高
名
で
あ
っ
た
。
妻
の
景
（
号
、
紅
蘭
）
を
伴
い
房
総
の
時
期
の
作
で
あ
ろ
う
。
公
然
と
幕
政
を
批
判
し
て

9

遊
歴
し
た
の
は
天
保
十
二
年
(
-
八
四
一
）
春
か
ら
い
る
。

1

夏
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
星
巌
五
十
三
歳
、
紅
蘭
三
十
八
多
造
砲
車
調
火
薬
用
兵
休
講
旧
機
関

月
歳
。
謁
産
ら
の
紹
介
の
下
に
房
総
各
地
の
豪
商
農
、
一
声
繹
慮
（
へ
き
れ
き
）
千
軍
潰

1

網
主
ら
を
訪
問
、
滞
留
し
つ
A

数

ヶ

月

の

旅

を

続

け

た

是

正

弥

奇

也

等

閑

（

ま

た

な

お

ざ

り

）

1

の

で

あ

っ

た

。

や

が

て

井

伊

直

弼

に

よ

る

「

安

政

の

大

獄

」

に

巻

年
こ
の
近
辺
で
は
東
金
（
河
野
家
）
、
片
貝
（
古
川
家
、
き
込
ま
れ
、
捕
わ
れ
る
寸
前
の
安
政
五
年
(
-
八
五

8

城
ノ
内
）
、
粟
生
（
飯
高
家
、
隠
居
）
、
四
天
木
（
斎
藤
八
）
九
月
、
当
時
流
行
し
て
い
た
コ
レ
ラ
に
罹
り
、

2

家
、
四
郎
右
衛
門
）
へ
滞
留
し
た
と
い
う
。
書
簡
に
あ
急
死
し
た
。
人
は
”
さ
す
が
詩
（
死
）
上
手
”
と
椰

成
る
よ
う
に
滞
在
先
で
は
周
辺
の
愛
好
家
を
集
め
、
詩
作
楡
し
た
と
い
う
。
紅
蘭
も
捕
ら
え
ら
れ
た
が
、
翌
年

平
を
指
導
し
た
り
、
夫
妻
の
書
画
を
販
売
し
た
り
し
な
が
釈
放
さ
れ
、
明
治
十
二
年
ま
で
生
き
延
び
、
「
星
巌

ら

旅

を

続

け

た

の

で

あ

ろ

う

。

遺

稿

」

を

編

集

し

、

そ

の

菩

提

を

弔

っ

た

。

尚

夫

妻

＞
房
総
遊
歴
の
終
点
が
曽
我
野
村
（
千
葉
市
蘇
我
町
）
の
房
総
遊
歴
に
つ
い
て
は
鶴
岡
節
雄
氏
に
よ
る
『
房

3

の
小
河
原
家
で
あ
っ
た
。
小
河
原
家
は
廻
船
問
屋
と
し
総
文
人
散
歩
』
（
多
田
屋
刊
）
に
詳
述
さ
れ
て
い
る
。

＜
 

第 3号

III 

梁
川
星
巌
夫
妻
、

島

秀

臣

九
十
九
里
へ

不
動
堂
新
田
の一

本
松
と
石
碑

こ
の
不
動
堂
の
「
元
緑
津
波
供
養
塔
」
（
不
動
堂
三

六
五
番
地
）
は
平
成
二
十
四
年
二
月
一

8
に
町
指

定
文
化
財
に
登
録
さ
れ
た
。
所
有
者
は
不
動
堂
丘

自
治
区
と
不
動
堂
納
屋
自
治
区
。

り辺
●
りこ



第 3号

「

作

田

川

さ

く

ら

会

」

奥

様

に

見

せ

た

く

な

り

連

れ

て

来

た

と

い

う

大

望

網

の

方

、

き

れ

い

な

の

て

つ

い

来

て

し

ま

っ

た

私

た

ち

作

田

川

の

九

十

九

里

橋

と

港

の

間

に

「

真

忠

組

」

と

い

わ

れ

た

東

金

の

ご

醗

心

配

翻

冷

拿

冨

認

贄

町

ぃ

臀

賃

叶

醤

羞

乞

い

犀

口

に

は

大

国

う

ほ

ど

目

立

た

な

い

も

の

で

し

た

。

竹

藪

が

刈

ら

れ

く

、

私

た

ち

ボ

ラ

ン

テ

し

て

重

き

・

る

と

、

今

度

は

み

す

ぼ

ら

し

さ

が

目

に

付

く

よ

う

に

ィ

ア

の

励

み

に

な

っ

て

い

置

い

て

い

4

な

り

ま

し

た

。

ま

す

。

釣

り

人

も

、

今

そ

し

て

、

i

昨

年

十

二

月

、

町

長

さ

ん

と

の

話

し

合

い

の

中

で

、

で

は

殆

ん

ど

の

人

が

ゴ

の

文

化

が

一

竹

垣

が

作

ら

れ

、

今

年

の

二

月

、

町

長

さ

ん

、

町

職

ミ

を

持

ち

帰

っ

て

い

ま

く

か

ら

伝

員

の

方

、

そ

し

て

、

「

作

田

川

さ

く

ら

会

」

の

メ

ン

バ

す

。

常

連

さ

ん

が

、

初

り

、

開

か

ー

で

草

刈

り

の

合

同

作

業

が

行

わ

れ

ま

し

た

。

め

て

来

た

人

に

お

手

本

た

地

域

で

「

作

田

川

さ

く

ら

会

」

は

、

平

成

―

―

十

二

年

に

作

を

示

し

て

い

る

そ

う

で

っ

た

。

天

E

田

川

の

九

十

九

里

橋

か

ら

な

か

よ

し

橋

ま

で

を

き

れ

す

。

ま

た

、

川

辺

で

は

、

時

代

（

今

い

に

し

よ

う

、

と

草

刈

り

、

ゴ

ミ

拾

い

を

始

め

た

の

見

知

ら

ぬ

人

で

も

‘

埃

ら

千

―

―

百

・

を

機

に

出

来

た

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

グ

ル

ー

プ

で

す

（

二

拶

を

交

わ

し

て

い

ま

す

報

繹

疇

正

』

胃

笠

這

紅

]

峠

00団体「
九

十

九

里

町

作

田

i

止

[

[

臼

、

9
靡
謬
げ

5

会

に

よ

り

、

当

初

、

中

程

に

あ

る

花

壇

は

蔓

に

覆

わ

れ

、

上

に

と

の

―

つ

で

す

。

会
旺
請
砿
一
門
揺
罪
囀
腔
讐
ぃ
知
認
屁
贔
〗
た
合
比
‘
会
厨
詞
輝
蒻
応
謡
罰
彗

□鴨

究

尼

寺

が

セ

ッ

ト

で

建

て

ら

れ

る

よ

う

に

な

り

、

我

が

上

が

聞

え

る

よ

う

で

し

た

。

木

々

の

処

分

な

ど

は

、

県

て

い

る

と

気

付

き

ま

し

た

。

妍
総
国
で
は
市
原
に
建
て
ら
れ
た
。
市
原
に
上
総
の
国
府
土
木
事
務
所
•
町
と
相
談
し
な
が
ら
少
し
ず
つ
き
れ
・
「
小
関
ナ
ヤ
か
ら
『
九
十
九
里
町
を
き
れ
い
に
』
を

土

が

置

か

れ

て

お

り

、

政

治

の

中

心

地

で

あ

っ

た

か

ら

で

い

に

な

っ

て

い

き

ま

し

た

。

発

信

し

よ

う

よ

。

」

郷

あ

る

。

現

在

、

毎

月

第

一

上

曜

日

に

定

例

会

を

し

て

い

ま

・

「

あ

ち

ら

こ

ち

ら

で

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

活

動

が

起

こ

っ

里

上

総

国

分

寺

の

規

模

は

、

広

大

で

、

全

国

二

番

目

す

が

、

仕

事

を

持

っ

て

い

る

人

も

い

る

こ

と

か

ら

、

個

て

『

ピ

カ

ピ

カ

九

十

九

里

町

』

に

な

る

と

い

い

ね

。

」

九

で

あ

り

、

寺

域

は

十

三

町

歩

を

占

め

る

。

金

堂

、

講

人

で

出

来

る

時

に

出

来

る

こ

と

も

し

て

い

ま

す

。

あ

メ

ン

バ

ー

の

高

齢

化

の

問

題

は

さ

て

置

い

て

、

元

気

な

＋

堂

、

南

大

門

、

中

門

、

回

廊

、

七

重

堂

が

発

掘

調

査

る

人

は

桜

の

毛

虫

取

り

を

、

あ

る

人

は

毎

日

ゴ

ミ

拾

楽

し

い

会

話

が

弾

ん

で

い

ま

す

。

九

で

確

認

さ

れ

て

い

る

。

今

で

も

芯

礎

跡

な

ど

が

よ

く

分

い

を

、

あ

る

人

は

草

花

植

え

を

と

い

う

よ

う

に

。

；

；

し

あ

と

が

さ

‘

か

る

。

さ

ら

に

、

瓦

窯

跡

ニ

ヶ

所

も

あ

っ

た

こ

と

が

分

先

日

五

月

七

日

の

定

例

会

で

声

を

か

け

て

く

れ

た

本

会

韻

も

第

3
子

の

癸

け

と

な

f

た

。

内

容

的

に

は

小

か

っ

て

お

り

、

全

体

が

国

の

史

跡

と

し

て

指

定

さ

れ

て

の

は

、

引

越

し

て

き

た

方

で

し

た

。

公

園

の

ベ

ン

チ

で

渭

さ

ん

の

随

号

、

条

谷

さ

ん

の

旅

行

記

、

望

月

さ

ん

の

い

る

。

家

族

会

議

を

開

き

、

き

れ

い

な

公

園

が

あ

る

こ

と

か

地

瓜

活

鈴

の

父

介

、

川

ら

さ

ん

の

研

穴

論

文

な

ど

、

9

さ

て

、

国

分

尼

寺

も

す

ぐ

近

く

に

あ

り

、

こ

れ

は

全

ら

、

こ

こ

に

決

め

た

と

い

う

の

で

す

。

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

彩

な

も

の

に

な

っ

て

い

る

H
国

一

を

誇

り

、

広

大

な

敷

地

に

市

原

市

は

総

力

を

挙

の

作

業

と

知

っ

た

そ

の

方

は

、

家

に

戻

り

、

熊

手

を

ど

こ

ろ

ぐ

て

、

本

会

の

よ

う

な

同

好

＾

え

な

ど

の

棟

月

誌

や

9
げ

て

復

元

に

取

り

組

み

、

中

門

と

回

廊

は

復

元

さ

れ

、

持

っ

て

き

て

、

一

緒

に

汗

を

流

し

て

く

だ

さ

い

ま

し

た

。

稚

誌

な

ど

は

3
号

ま

ず

て

は

容

易

に

癸

行

す

る

が

、

そ

れ

1
発

掘

の

跡

地

に

、

忠

実

に

当

時

と

同

じ

大

き

さ

で

、

他

に

も

、

釣

り

に

来

て

、

こ

の

公

園

を

気

に

入

り

、

以

峰

は

姿

を

消

す

こ

と

が

9
い

と

い

う

（

い

わ

ゆ

る

「

3

月

建

築

方

法

も

古

代

技

術

に

従

い

、

塗

料

も

昔

通

り

の

子

稚

誌

」

ど

い

う

）

。

そ

ー

て

、

4号
が

癸

け

て

き

る

と

、

1
材

料

を

使

っ

て

お

り

、

奈

良

か

ら

有

名

な

宮

大

工

を

招

上

総

の

国

司

で

あ

っ

た

大

伴

家

持

や

菅

原

孝

標

な

吝

分

は

組

俵

さ

れ

る

と

も

い

わ

れ

る

。

本

会

撮

は

来

年

1
き

、

そ

の

導

下

で

建

て

ら

れ

、

朱

色

は

ベ

ン

ガ

ラ

、

ど

も

、

こ

の

地

に

住

ん

だ

の

で

あ

る

。

『

更

科

日

記

』

4
月

に

第

4
号

の

発

行

を

予

定

ー

て

お

り

、

古

令

、

癸

年

緑

色

は

緑

、

白

壁

は

貝

を

砕

い

た

も

の

に

海

藻

を

混

の

作

者

も

、

父

菅

原

孝

標

と

と

も

に

、

こ

の

地

に

住

け

Sて

き

る

ど

思

う

。

他

．

可

来

年

度

は

1
年

を

か

け

て

8
ぜ

た

も

の

｀

瓦

は

奈

良

で

焼

い

た

も

の

で

あ

り

、

ま

ん

だ

こ

と

を

思

う

と

、

感

懐

、

ひ

と

し

お

で

あ

る

。

『

伊

和

志

』

第

2
子

を

癸

刊

ー

よ

う

ど

の

声

も

あ

る

。

2
さ

に

「

天

の

都

」

が

蘇

っ

た

様

で

あ

る

。

国

府

の

位

置

は

、

ま

た

確

認

さ

れ

て

い

な

い

が

、

さ

て

、

本

＾

え

も

棟

団

車

的

に

飛

び

日

る

内

山

会

長

ど

成

資

千

二

百

年

国

分

寺

の

近

隣

に

あ

っ

た

こ

と

は

確

か

で

あ

る

。

ま

た

な

っ

て

会

員

駿

も

増

え

、

i

t

立

さ

れ

た

事

索

も

一

っ

―

平

前

の

カ

ー

テ

ン

こ

の

辺

り

は

、

古

墳

時

代

も

栄

え

て

い

た

。

有

名

な

っ

が

克

実

l
た

内

容

で

終

え

て

い

る

。

次

の

洋

題

は

？

＞

を

開

現

れ

る

仕

「

王

賜

鉄

剣

」

の

出

士

し

た

稲

荷

台

古

墳

も

近

い

。

町

内

外

の

人

々

を

集

客

化

ー

ー

て

き

る

歴

丈

的

資

源

の

癸

4
組

み

明

に

、

古

皆

さ

ん

、

千

―

―

百

年

前

の

「

天

平

文

化

」

を

是

非

、

払

か

？

、

第

2
の

い

わ

l埓
わ

館

の

団

館

か

？

（

本

保

）

＜

代

上

ど

う

ぞ

！

＜復元された1:総国分尼寺＞

上
総
国
分
尼
寺
見
学
記

染

谷

佳

子

の
活
動

月

操




